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さぁ，２学期のスタート。３年生は進路を決める大きな山場を迎えます。他学年も大運動会
や鹿工祭，さまざまな資格試験など高校生活の中で最も忙しく充実した時期に入ります。大切
なことは，自分を信じて，目標に立ち向かうこと。「できないかも」や「失敗したらどうしよ
う」なんて怖がってたって，新しい自分の可能性に気づくことすらできません。「できない」
を「できる」に変えられるのは，自分の意思だけです。目標が高ければ高いほど，その過程で
は，何度も何度も失敗することがあるかもしれません。

そんな「失敗」についてのお話を紹介しておきます。

颯爽と

『大失敗する者だけが大成功をおさめる。』 とは，元米司法長官ロバート・ケネディ。
付箋のポストイットは，住友スリーエムの研究者が強力な効果のある接着剤を開発中に，接着力は強い

のだが，なぜかすぐにはがれてしまう接着剤の失敗作を作ってしまったことから開発された商品です。

「すぐにはがれる」という失敗が付箋に応用することで成功に転じたのです。

『失敗したところでやめてしまうから失敗になる。
成功するまで続ければ，それは成功になる。』 とは，松下幸之助氏。

貧しかった頃の日本では，部屋には裸電球がひとつぶら下がっているだけで，アイロンをかけようと思

えば，電球を外してアイロンをつながなくてはならず，真っ暗な中でのアイロンがけは，あまりにも不

便でした。そこで電球をつけていても，アイロンがかけられるように「ふたまたソケット」を開発した

のが松下電器(現在のパナソニック)創業者の松下幸之助氏です。商品ができるまでに，数え切れないほ

どの失敗を繰り返しています。

『過ちて改めざる，これを過ちという。』 とは，孔子。
失敗そのものを失敗というのではなく，失敗したままやり直さないことを失敗という，そうです。

失敗の原因を振り返り，同じ失敗を繰り返さないようにする工夫が成長に繋がると思います。

例えば，遅刻という失敗の原因をよく考えて，同じ理由で遅刻をすることがないように。

その場しのぎの言い訳を口にするようでは，また同じ理由で遅刻してしまうことでしょう。


